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活動を通して学んだこと
大事なのは、グループの皆がそれぞれ意見を出して

　「どうすれば日高郡を、20代30代の人達が住みたいと思える
ような町にできるのか」をリサーチクエスチョンに設定し、そ
のためには何をするべきなのかを話し合いました。そして御坊
は祭りが盛んだということに着目し、これが地域活性化につな
がると考え、最終的にイベントを開催することにしました。
　その中で、自分の考えを伝えたり、他のメンバーの考えを聞
いたりして、たくさん話し合うことが大事だと思いました。ど
んなことでも、とにかく思ったことを口に出すことは、何かを
企画するうえで、重要なことだと思いました。
　イベントを開催するのは本当に大変でした。思っていたより
もはるかに大変で、こんなにもすることがたくさんあるのだと
驚きました。イベントを行うことが目的ではないけれど、大き
な達成感が得られて、とてもいい経験になりました。
　これから取り組む２年生のみなさん、早いうちに最終目標を
定めて、とにかく行動することが大切だと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年２組　大川結衣）

企画して、運営することの大変さ
　企画をして、自分たちで各クラブや旧中川邸に
企画書を持って許可を取りに行くところから、運
営して、片付けをするまでをやり遂げました。す
ごく時間もかかったし、大変だったけれど、それ
以上にやりがいもありました。当日は、予想より
も人が来てくれて、本当によかったです。
　２年生のみなさんも、進んで自分たちで企画し、
運営していってください。
　　　　　　　　　　　（３年１組　藤川真夕）

イベントなどの裏方の取組を学べた
　企画を立てるのにも、何を目標にして企画する
のか、また何がきっかけでそれをしようとするの
かなどの理由を明確にすることが大切だと学んだ。
実行に当たるにも、場所を貸してくれるよう頼み
に行ったり、クラブにお願いしに行ったりするこ
とからはじめ、日程調整や、ポスターを貼っても
らえるよう町中の店をまわったりと、そのイベン
トを裏で支える人にしか分からない、たくさんの
ことを学ぶことができた。
　２年生も、この総学で活動することは自分のた
めにきっとなると思うから、皆がんばれー。
　　　　　　　　　　　（３年１組　津本遼右）

みんなで協力して企画し、他の人も巻き込んで得た

　とにかく、みんなで協力して企画できた。実行するまでは
大変だったが、日高高校のいろんなクラブや地域の人たちを
巻き込んでできたので、とても良い機会になった。
　当日は、思っていたより人が多く参加してくれて嬉しかった。
けれど、若い人が少なかったので、もっとアピールしたり、若い人向けの企画も取り入れたらよかったと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年１組　宮本真光）

達成感

じっくり話し合うことだということ。
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